

































































































	目次
	一、はじめに
	二、ローマにおける遺言相続の発展経過とその制限
	(一) 最古時代（紀元前八～三世紀）
	(二) 古典時代から帝政時代
	(三) 古典時代から訂正時代にかけて

	三、ゲルマンにおける法定相続の発展経過とその拘束解除（自由分の発生）
	(一) 古代
	(二)フランク時代から中世にかけて
	(三) 中世末期

	四、わが民法における相続主義
	(一) フランス民法上の包括受遺産者の地位
	(二) わが民法における包括受遺産者の地位ならびに相続主義

	五、遺留分の存続理由とその性質（相続主義決定の価値）
	六、遺留分減殺請求権の性質
	(一) 各説の概観
	(二) 請求権説に対する批判
	(三) 物権説と債権説との具体的検討
	(四) 減殺請求権行使後の遺留分権利者と第三者との関係
	(五) 時効との関係

	七、結語

